
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

　計画全体の評価については、全事業完了後、教育委員会事務局にて事後評価を行った。
　事後評価については、市ホームページにて公表する。
　各事業ごとに成果指標を設定し、各事業の成果を評価することにより各目標の達成状況を判断
する。

　施設整備計画の目標は、すべて達成できた。
　特に、小諸東中学校の屋外教育環境事業については、日々使用している生徒・教職員、保護者
等から高い評価を得ており、事業による効果を実感できる。
　野岸小学校の（特）地震改築事業については、懸案であった不適格建物の改築が完了し、児童
及び教職員の安全・安心を確保できた。
　水明小学校の法令適合事業については、平成26年に新たに規制対象となった石綿含有断熱材
の除去が完了した。引き続き、学校施設における未確認石綿含有建材の把握に努めたい。
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（２）　地震、津波等の災害に備えるための整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　防犯対策など安全性の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

　野岸小学校の旧管理棟は、計画期間中にとりこわしを完了した。

　小諸東中学校の屋外教育環境の改良（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ土壌改良・防球ﾈｯﾄ設置）を行なった。

　水明小学校給食棟の煙突内部に使用されていたｱｽﾍﾞｽﾄ含有断熱材の除去を行なった。今後
も、未確認の石綿含有建材の把握に努めたい。

　野岸小学校管理棟の改築事業を完了したところ、域内の学校施設の耐震化率は１００％となり、
目標を達成した。



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

水明小学校 （３） 07 大規模改造（法令等） 校 - H28.5～H28.9 H28.9.21

野岸小学校（Ⅰ期工事） （２） 03 （特）地震改築 校 Ｒ H28.12～H30.3 H30.3.31

野岸小学校（Ⅱ期工事） （２） 03 （特）地震改築 校 Ｒ H28.12～H30.3 H30.12.13

野岸小学校（Ⅰ期工事） （４） 37 太陽光発電等 - - H29.3～H30.3 H30.3.31

野岸小学校（Ⅱ期工事） （４） 37 太陽光発電等 - - H29.3～H30.3 H30.12.13

小諸東中学校 （４） 09 屋外教育環境 - - H29.1～H29.12 H29.12.25

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


